
岸田首相が検討を明言したため、「敵基地攻撃能力」が注目を集めています。これは攻撃される前、攻撃されそう

になった時、相手の基地を攻撃する能力（武力）を持つということです。国際法上認められるといっていますが、日

本は９条を持つ国です。どう考えても９条違反憲法違反です。国際法上でも、とても危険なことなので、使用には厳

重な制限がかけられている能力です。それなのになぜ検討を明言するのか？その背景にアメリカの要請があるとい

われています。 ９条に違反しても武力を持つ方が平和を守れるのか、９条を守り、外交（話し合い）で平和を守るの

か、私たちは重大な選択を迫られています。 

 ２００４年６月、改憲の動きに危機感を抱いた大江健三郎・井上ひさし、澤地久枝さんなど９名の著名人が９条ア

ピールを出したことで、全国にたくさんの９条の会ができ、今まで改憲を阻んできました。私たち太平山麓９条の会も

その一つです。９名の呼びかけ人も、今ご存命なのは、大江さんと澤地さんお二人です。それを受けて９条の会では

２０１６年に、伊藤真さんや田中優子さんなど１２名の方で世話人会を設置し、活動を強化してきました。 

しかし、衆議院で、改憲勢力が３分の２を超えた今、かつてないほど憲法が９条が危険にさらされています。それ

を受け、９条の会では１月のメルマガで以下の文章を載せています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武力を持っていれば、脅威から免れるというのは幻想です。武力は新たな武力を生み際限ないものになります。

そして戦争に突入する。そのことを知っているからこそ、私たちは戦争放棄、武器を持たない国を選択して９条を制

定させたのです。 歴史を元に戻さないために、「９条守れ、改憲反対」の声を上げていきましょう。ぜひ署名活動に

ご協力ください。 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事務局：須黒法律会計事務所  〒328-0027栃木市今泉町2-4-18 FAX0282-22-3757   

電話連絡先0282-22-7079(増田)    

Ｅメール oohirasanroku9jo@yahoo.co.jp     ＨＰ：太平山麓九条の会で検索   

 

 

 

 

九条の会栃木」→太平山麓九条の会でクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７５号 
２０２２年 １月２８日発行 

 

 「９条＝戦争しない国」を 
守るために署名を広めましょう！ 

新年にあたり、改めて改憲阻む！という決意と一歩を 

2022 年が始まりました。昨年の衆院選後、改憲策動は新たな局面を迎えています。年頭記者会見におい

て、岸田首相は「自由民主党結党以来の党是である憲法改正も本年の大きなテーマ」と述べ、17 日に始ま

った通常国会での施政方針演説においても、「本国会においても、積極的な議論が行われることを心から期

待」すると改憲論議の進展を訴えました。自民党は通常国会で改憲案審議を開始し、今年 7 月に行われる

参院選で改憲勢力３分の 2 を回復しようと狙っています。それに対して、「憲法改悪を許さない全国署名」

の取り組みをはじめ、９条の会や改憲に反対する市民によるさまざまな行動が全国各地で始まっていま

す。新年にあたり、決意を新たに、一歩を踏み出しましょう！オミクロン株の流行で、困難があります

が、感染対策の工夫をしながら、改憲反対の声を市民に届けましょう。 

 

（
９
条
の
会
の
世
話
人
） 

★スタンディング  15 時から 

 2 月 9 日(水)市役所前  

2 月 19 日(土）ケイズデンキ前 

★スタッフ会議  

13 時 30 分から 

 キョクトウ楽習館２階 

・２月１０日（木） 

・２月２５日（金） 

・３月１０日（木） 

・３月２５日（金） 

mailto:oohirasanroku9jo@yahoo.co.jp


 コロナ感染拡大のため、延期していたＤＶＤ「戦争しない国日本」の視聴会が、新たなオミクロン株の急激な感染

拡大で、会場使用ができるか心配でしたが何とか開催できました。このような状況もあって参加者してくれる方がい

るだろうかという不安もありましたが、 ２０数名の方の参加で開催できました。このＤＶＤは憲法公布６０周年にあた

り、日本国憲法とその平和主義をめぐる規定が、なぜ、どのように誕生したのか、それは日本社会と国際社会にどの

ような役割を果たしてきたのか、日本国民と各階層はそれをどのように受けとめてきたのか、などについて歴史的な

映像によって検証するものです。具体的には次のような映像によって構成されています。 

■ ｢戦争｣に備える自衛隊 － 自衛隊の存在と役割、米軍再編を問う 

■ なぜ日本国憲法は「戦争放棄・戦力不保持」を謳うことになったのか 

■ 自衛隊の発足と海外派遣の背景にあるアメリカの意向 － その歴史の事実を知る 

■ 基地反対闘争・安保闘争・核兵器廃絶のたたかいを学び国民の力を再確認する 

■ 自衛隊の海外派遣がすすめられ、いよいよ｢憲法改正｣を唱える内閣が発足 

■ ｢九条の会｣など憲法改悪反対運動の高揚 

（このＤＶＤを視聴した感想） 

・最後の方でアメリカと日本の価値観は同じであるという表現に、戦争を常にしているアメリカと同じであるは

ずがないと強く感じた。 

・父をみとり、母を看るこの頃人ひとりが生きることの尊さ、支えあって一日一日生きること生きあうことの貴

重さを実感しています。それに比べてどれほどの命が粗末にされてきたか、今日のビデオが延々と語っていまし

た。日本国憲法の深い意味を歴史の反省の上にある教訓を生かさなければ無残に犠牲になっていった命が無駄に

なると思った。 

・父は終戦まで戦地私は小学生。とにかく戦争は大反対です。 

・このビデオを見て、戦後すぐから、着々と戦争をできる国にしようといろいろ策動してきた為政者に怒りを感

じました。それと同時にそんな動きにいろいろな手段で、平和を、憲法特に９条を守るために闘ってきた人々の

行動に心打たれました。私たちも声を上げ続けなければという思いを強くしました。 

・若い人たちにもこのようなビデオをもっと見てもらうにはどうすればいいか、なかなかうまくいかない、悩ま

しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ビデオ視聴会 「ワイマール憲法から学ぶ 

自民党憲法草案緊急事態条項の危うさ！」 

古舘伊知郎「報道ステーション」２０１６年３月２６日放送 

自民党が２０１２年に公表した憲法草案ご存知です

か？その一つに「緊急事態条項」があります。 

明治憲法には「緊急事態条項」はありましたが、

悪名高い治安維持法の改正などによって乱用された

ため、戦後の日本国憲法では削除されました。 

  

今、コロナの流行を抑えるには緊急事

態条項がないと感染防止策が取れない理

由を出して、憲法に「緊急事態条項」を

新たに入れようとする動きがあります。 

今回のビデオ視聴は、古舘伊知郎氏が

ニュースキャスターの２０１６年に「報

道ステーション」で放映されたもので

す。ワイマール憲法の国家緊急権によっ

てなにが起きたのか？ぜひご覧くださ

い。 

３月１３日（日）  

午後１時半～午後３時半 

栃木市民交流センター（キョクトウ楽習館） 

ＤＶＤ「戦争しない国日本」の視聴会（１月２２日） 

９条をめぐる政治の動きと国民の活動の記録 


